　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



2022年度立命館グローバル･イノベーション研究機構
拠点形成型R-GIRO研究プログラム
申　請　調　書　
立命館グローバル・イノベーション研究機構長　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年　　月　　日　　　　　　　　　　　
	プロジェクト

リーダー
	所属・職名： 
	氏　　名： 　　　　　　　　　　　　　　　　　  (印)

	申請書記載情報の活用について
	承諾します　　・　　承諾しません　　（※情報の活用については、募集要項（P.5項目8）をご参照ください。）

	連絡先
	e-mail　： 
	内線/外線：　　　     　　　/            　　

	研究拠点名

（Ⅰ～Ⅳ）を記入
	募集要項p2 (項目3．第4期R-GIROプログラム申請にあたって)に記載してある４つの研究拠点から選択してください。複数拠点の選択は不可。

	プロジェクト

名称
	（英文表記　：                                                                     ）

	研究グループ
課題


	1
	

	
	2
	

	
	3
	

	
	4
	

	
	5
	


	グループ

リーダー
	氏名
	所属
	職名
	学位
	専門分野
	院生数

前期課程
	院生数

後期課程
	メンバー数

	1
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	
	


※「メンバー数」については後述の研究グループ計画書（第●グループ）のメンバー数と一致させてください

事務局記入欄
	受理日
	受付番号
	担当印
	備考

	
	
	
	


※プロジェクトリーダー、グループリーダについては資格（職位）があるか、研究期間 (5年間)を全うできる任期があるか必ず確認してください。


	研究プロジェクト構想　


	Ⅰ．研究の目的・目標
1 研究の目的および研究期間終了時に達成しようとする具体的な研究成果の目標

2 今回の申請でどのような新学術領域や新技術（制度、政策等を含む）を開拓・開発するのか？学術と技術に分けて明確
に記載してください。

	1 研究目的
2 研究目標

3 創成される新学術領域

4 開発される新技術



	Ⅱ．研究の背景
本研究構想の背景を下記の観点を重点的に記載してください。
①R-GIROが掲げる理念“「自然環境の変化への挑戦」および「人口・年齢構成の変化への挑戦」を融合した「地球共生型社会
の実現」”の関係、②「異分野結集による新学術領域の創成」の達成、③社会の変容に伴う課題分析および科学・技術、制度・
政策、経済・産業等の要請、④必要に応じて当該分野や関連分野の動向等を適宜含めて記載してください。特に、学術的価値
を見出す研究か、社会的貢献を目指す研究かを明確に重要性・必要性を記載してください。

	

	Ⅲ．研究計画とその進め方
具体的な研究構想・研究計画を記載してください。

 「Ⅰ．研究の目的・目標」をどのように達成しようとするのか、構想・計画を具体的にするために、
①研究構想の概要図（ポンチ絵）および簡潔な説明（概要図はプロジェクト全体の組織図等を用いて、各グループの役割及び活動内容等を明確に示してください。）②「Ⅰ．研究の目的・目標」へ向けた研究のマイルストーン（研究の途上での、研究の達成度の判断基準と時期）を示しつつタイムスケジュールの大枠を記載してください。

	

	Ⅳ．研究実施の基盤および準備状況
本研究構想を推進する基盤となる、①研究提案者自身（および必要に応じて研究参画者）のこれまでの研究の経緯と成果、
②その他の予備的な知見やデータ等（存在する場合）について、具体的に記載してください。

	

	Ⅴ．国内外の類似研究との比較、および研究の独創性・新規性
関連分野の国内外の研究の現状と動向を踏まえて、この研究構想の世界の中での位置付け、独創性、新規性や優位性を
示してください。必要に応じ、参考となる論文を２、３報挙げて記載してください。

	

	Ⅵ．研究の将来展望

この研究構想の「Ⅰ．研究の目的・目標」の達成を端緒に、その波及効果として将来実現することが期待される、科学・技術の発展、新産業創出、知的
財産の取得・活用、社会貢献、国際貢献等を、研究提案者が想定し得る範囲で記載してください。

	

	Ⅶ．異分野融合と研究拠点形成の現状と計画　

①異分野融合、②研究拠点形成および③海外研究機関とのグローバルな連携についての現状と研究期間終了時に達成しようとする
計画およびその目標について記載してください。

	1 異分野融合
2 研究拠点形成
3 海外研究機関とのグローバル連携


	Ⅷ．若手研究者育成計画　

専門研究員、研究員や博士課程院生をどのように雇用・育成しキャリアパスに繋げるかについて研究拠点としての全体的な方針
を記載してください。特に博士前期・後期院生の貢献を明確にし、また可能であれば女性研究者や海外研究者の雇用・育成に
ついても記載してください。

	1 専門研究員・研究員
2 大学院生（特に博士課程後期課程）



	IX.マネージメントについて
どのような構想を持って円滑な組織運営をし、プロジェクトを推進するかについて基本的な考え方を明らかにしてください。また、
過去の異なる研究組織におけるマネージメント実績や他の研究費に係る研究組織や、国際学会の企画・運営、各学会の運営、
共同利用研究所等における研究計画・運営等がある場合、それらについて記載してください。グループリーダーについても特記
すべき事項があれば記載してください。

	

	X. 外部資金（科研費、政府系および民間助成を含む競争的研究費等）への申請実績および採択
結果（2019、2020、2021年度）、今後の申請予定（2022年度・2023年度以降）について

	申請実績（2019・2020・2021年度）

	申請年度
	外部資金名称
	研究課題名
	代表者氏名
	金額（千円）
	研究期間
	採否

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	今後の申請予定（2022年度・2023年度以降）　

	申請年度
	外部資金名称
	研究課題名
	代表者氏名
	R-GIRO研究プログラムとの関連性

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


ここまでで８ページ以内として下さい。


研究費計画
Ⅰ.費目別の研究費計画   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	<人件費> 　総額の８0パーセント程度 （0人は記入不要）　　　

	
	初年度　

2022.4-2023.3
	2年度　

2023.4-2024.3
	3年度

2024.4-2025.3
	4年度

2025.4-2026.3
	5年度

2026.4-2027.3

	①研究教員
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）

	②客員研究教員
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）

	③専門研究員
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）

	④研究員

	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）

	⑤補助研究員
 
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）

	⑥ﾘｻｰﾁｱｼｽﾀﾝﾄ

	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）

	人件費小計　

※１
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）
	　　　　　（●人）

	<人件費以外>　　総額の20パーセント程度

	・機器備品費
	
	
	
	
	

	・消耗品費
	
	
	
	
	

	・旅費交通費
	
	
	
	
	

	・諸謝金
	
	
	
	
	

	・会議渉外費
	
	
	
	
	

	・図書資料費
	
	
	
	
	

	・印刷製本費
	
	
	
	
	

	・その他
	
	
	
	
	

	人件費以外

小計 ※2
	
	
	
	
	

	

	合計（千円）

（※１と※２の合計）
	
	
	
	
	


Ⅱ.購入予定の機器備品
	名称
	予定額（千円）
	購入の必要性

	
	
	

	
	
	


　※1点または1組の取得価格が50万円以上になる機器備品について記載してください。
Ⅲ.若手研究者の任用計画　上記「費目別の研究費計画」と一致させてください。
（①研究教員　②客員研究教員　③専門研究員　④研究員　⑤補助研究員　⑥リサーチアシスタント）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	
	初年度

2022.4-2023.3
	2年度　

2023.4-2024.3
	3年度

2024.4-2025.3
	4年度

2025.4-2026.3
	5年度

2026.4-2027.3

	
	
	年額
	
	年額
	
	年額
	
	年額
	
	年額

	研究グループ1


	①
	
	①
	
	①
	
	①
	
	1 
	

	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	

	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	

	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	

	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	

	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	

	研究グループ2


	①
	
	①
	
	①
	
	①
	
	①
	

	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	

	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	

	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	

	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	

	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	

	研究グループ3


	①
	
	①
	
	①
	
	①
	
	①
	

	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	

	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	

	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	

	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	

	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	

	研究グループ4


	①
	
	①
	
	①
	
	①
	
	①
	

	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	

	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	

	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	

	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	

	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	

	研究グループ5


	①
	
	①
	
	①
	
	①
	
	①
	

	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	
	②
	

	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	
	③
	

	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	
	④
	

	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	
	⑤
	

	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	
	⑥
	

	合計（千円）
	
	(●人)
	
	(●人)
	
	(●人)
	
	(●人)
	
	(●人)


Ⅳ.各研究グループの研究費計画（上記「費目別の研究費計画」と一致させてください。）（千円）
	
	初年度

2022.4-2023.3
	2年度　

2023.4-2024.3
	3年度

2024.4-2025.3
	4年度

2025.4-2026.3
	5年度

2026.4-2027.3

	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ

拠点形成費
	
	
	
	
	

	研究グループ1
	
	
	
	
	

	研究グループ2
	
	
	
	
	

	研究グループ3
	
	
	
	
	

	研究グループ4
	
	
	
	
	

	研究グループ5
	
	
	
	
	

	合計（千円）
	
	
	
	
	



研究グループ計画書（第●グループ）←各グループの数字を記載ください
	Ⅰ.グループ構成

他のプロジェクト・研究グループに重複申請している場合は「重複申請先」に記載してください。博士前期課程院生については本欄への記載は不要です。

	グループ

NO
	

	グループ

リーダー
	所属・職名： 
	氏　　名：                          (印)

	申請調書記載情報の活用について
	承諾します　　・　　承諾しません　　（※情報の活用については、募集要項p 6 をご参照ください。）

	連絡先
	e-mail　： 
	内線/外線：　　　     　　　/   　　

	グループ

研究課題
	（英文表記　：                                                                     ）

	

	研究ｸﾞﾙｰﾌﾟﾒﾝﾊﾞｰ
	氏名
	所属
	教職員番号
学生証番号
	職位
学年
	学位
	専門分野
	重複申請先

（拠点代表者・研究グループNo）

	グループリーダー
	
	
	
	
	
	
	

	チームリーダー
	
	
	
	
	
	
	

	チームリーダー
	
	
	
	
	
	
	

	プロジェクトメンバー
	
	
	
	
	
	
	

	プロジェクトメンバー
	
	
	
	
	
	
	

	専門研究員
	
	
	
	
	
	
	

	専門研究員（予定）
	
	
	
	
	
	
	

	研究員
	
	
	
	
	
	
	

	研究員（予定）
	
	
	
	
	
	
	

	博士後期課程院生
	
	
	
	
	
	
	

	博士後期課程院生
	
	
	
	
	
	
	

	博士後期課程院生
	
	
	
	
	
	
	

	博士後期課程院生
	
	
	
	
	
	
	

	博士後期課程院生
	
	
	
	
	
	
	

	研究グループメンバー　　　　計　　　名


	Ⅱ.研究実施項目
本研究グループが担当する研究実施項目を簡潔に記載してください。

	


	Ⅲ.研究概要
本研究グループが担当する研究の概要を簡潔に記載してください。

	

	Ⅳ.研究構想における位置づけ・必要性
本研究グループが果たす役割等を記載してください。

	

	Ⅴ.若手研究者育成計画　

・どのような専門研究員や研究員をどのように雇用・育成するか、どのように院生、特に博士後期学生を育成するか具体的に
記述してください。また女性研究者や海外研究者の雇用・育成についても可能であれば記載してください。
・研究期間終了後の若手研究者のキャリアパスをどのように計画しているか具体的に記載してください。

	1 専門研究員・研究員
2 大学院生（特に博士課程後期課程）



ここまでで3ページ以内として下さい。
	Ⅵ.研究業績

①　これまでに発表した論文、著書、産業財産権等、招待講演のうち、主に2017年以降を中心に、本プロジェクトに関連す
　　　る重要なものを、グループリーダーにおいては10件程度、それ以外の参画者においては5件程度選定し記載してくださ
い。（年代の新しい順に並べて記載し、参画者の名前には下線を引くなど明確にしてください。論文については可能で
あればインパクトファクターを併記してください）

②　上記の業績の中で、特に重要と思われるものについて、グループリーダーおよび各参画者につき1～3件程度を該当する
各件の下にその内容を簡潔（3行程度）に記載してください。

	




研究進捗ロードマップの作成
	プロジェクト名：（貴プロジェクト名をご記入ください）

	目標
	
	達成すべき課題
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	26年度

	ロボット利用を目指した新材料開発
第１グループ目標記載
	チ｜ム　Ａ１
	①有機材料を利用した軽量・小型センサーの開発
	
	
	
	
	

	
	
	②軽量・小型センサーのロボットへの実装
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	チ｜ム　Ｂ１
	①有機材料を利用した軽量可変粘性要素の開発
	
	
	
	
	

	
	
	②有機材料を利用した軽量可変弾性要素の開発
	
	
	
	
	

	
	
	③軽量可変粘弾性要素のロボットへの実装
	
	
	
	
	

	
	チ❘ムC1
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	第２グループ目標記載
	チ｜ム　Ａ1
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	チ｜ム　Ｂ１
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	チ❘ムC1
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	第３グループ目標記載
	チ｜ム　Ａ１
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	チ｜ム　Ｂ１
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	チ❘ムC1
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


※文字フォント：MSP明朝（windows）ヒラギノ明朝（mac）にしてください


※文字サイズ：10.5、1行文字数：49文字、1ページ行数：45行のレイアウトのままにしてください


※余白も設定済ですのでそのままにしてください


※提出の際、青字の指示文書は消去してください（申請調書全てにわたってお願いします。）





・評価者が理解しやすいように記述してください。そのため、必要に応じて図や表も用いてください。


・A4用紙　Ⅰ～Ⅹの項目は8ページ以内（厳守）にまとめてください。





※費目別の研究費計画と研究グループ別の研究計画を、年度ごとに記入してください。


※専門研究員・研究員の人件費は法人負担額（社会保険等）を含めた金額で積算ください。


（年額396万円の場合、396万円×1.18倍　=46７万円で計上してください）


※原則的な考え方である「人件費」約80%、「研究費」約20%に基づき、「人件費」「研究費」間の流用は認めません。


未執行の「人件費」については返納とします。





・A4用紙　Ⅰ～Ⅴの項目は3ページ以内（厳守）にまとめてください。





※専門外の評価者でも理解しやすいように記述してください。必要に応じて図や表を用いて説明してください。


※研究グループごとに作成のうえ、「1グループにつきⅠ～Ⅴの項目はA4用紙、3ページ以内（厳守）」にまとめてください。





※研究グループ内の研究課題推進計画（プロジェクト開始時から終了時までの年度別）を、下記のロードマップをひな型として（Ａ４で１枚）作成


※第1グループに青字で例を記載しておりますのでご参考にしてください。ご提出の際には青字の例を消して下さい。





（　　　　　　計画 ）
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